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地学と切手

地球の内部を示した切手
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地球の内部構造を求めることは地球物理学の仕事であ

る･すでに1909年にユｰゴスラビアのA.モホロビチ

ッチはクロアチア地方の地震の記録を整理した際にみ

られた走時曲線の系統的な折れ曲りを説明するために

地下50kmのところに弾性波速度が急激に変化する不連

続面を発見した.これがモホロビチッチ不連続面で

これから上を地殻と一呼んでそれ以下をマントノレと呼

ぶ.地殻は大陸で厚く海洋で薄くその平均は35km

といわれている.

語

一方地球の半径は約6,400km平均密度は5,59/cm

であり陸地の基盤の密度が2.7～2,89/cm$海底の基

盤を作るのが2,9～3,29/crnヨなので地球の内部は平

均密度より重いものと想像される.

マントル以下の構造を地震波によって推定したのは

ジェフリｰズ(H.Jeffreys)とグｰテンベルク(B.

Gutenberg)であった.彼らによると地球内部にお

ける弾性波速度は縦波･横波とも次第に増大し2,900

kmのところで横波は伝わらなくなり縦波の速度は急

激に低下する.縦波は再び増大するが4,500kmのと

ころで変化する･横波が伝わらないのは2,900km以

下が液体であることを示すものであろう.ここまでは

1930年代で一応の結論に達していた.さらにこれを密

度と圧力で示したのがブレン(K.E.Bu11en)であり剛

性率から物質まで考察したのはパｰチ(F,Birch)であ

った.

今では地球は表面から平均35kmまで地殻(固体)一

2,900kmまでマントル(固体)一4,500kmまで外核(液

体)一より以下内核(固体)からなると考えられている･

切手は8aが1964年イスラエル建国16週年記念でテ

レストリアル･スペクトロスコピｰ.イスラエルの科学

への寄与を表したもの･500eは1974年9月サンチャ

ゴで行われたIAYCEI(国際火山学地球内部化学会)シ

ンポジウムを記念してテリｰで発行されたもの.日本

からは北海道大学横山泉氏が参加した.外国からは330

国166名参加�


